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「なまずの会」地下水位・温泉温度等観測結果（2014 年）

板寺一洋 ・原田昌武・道家涼介（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに
 「なまずの会」では、神奈川県を

中心とした各地の観測会員の皆様に

より、井戸の水位や温泉温度、そし

て、それらに影響する気圧や降水量

の観測を行っています。2014（平

成 26）年 1 月の時点で、観測会員

数は 12 名で、観測井戸は、神奈川

県のほか、東京都、秋田県、静岡県、

図 1　地下水位・温泉温度観測点分布。
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兵庫県に分布しています（図 1 お

よび表 1 観測休止中を含む）。事

務局（温泉地学研究所）では、各会

員から通信はがきや封書、電子メー

ルなどにより送られてきた観測デー

タをコンピュータ入力し、月ごとの

グラフを作成し、各会員にお返しす

るとともに、異常な変化がないかど

うか検討しています。ここでは、な

まずの会の会員による 2014（平成

26）年の観測結果について報告し

ます。

2014 年の観測結果
 代田ほか（2002、2003）は、観

測会員それぞれの井戸の地下水位の

変化について、主に雨が降った際の

反応の仕方に着目したタイプ分けを
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しています。これによると、現在、

なまずの会で観測されている観測井

戸は、表 1 に示すとおり次の２種

類に分類されています。

タイプＡ：降雨に対して敏感な井戸

で、雨が降るとすぐに水位が上

昇し、雨がやむと低下する

タイプＢ：少量の雨では水位が上昇

しないが、多量の雨が降ると上

昇する

 こうした特徴の違いは、井戸ごと

の深さや構造のほか、井戸周辺の地

形や地質の違いによるものと考えら

れます。さらに、一口に雨の影響と

言っても、雨の降り方は地域によっ

て違います。このほか、付近で行わ

れる灌漑や、融雪水の影響など、そ

の他の影響を受ける場合もあること

から、観測データから異常な変化の

有無を見極めるのは、なかなか容易

ではありません。

  表 2 に、 気 象 庁 の 震 度 デ ー タ

ベース（http://www.seisvol.kishou.

go.jp/eq/shindo_db/shindo_index.

html） を も と に、2014 年 に 発 生

した地震のうち、横浜地方気象台

（以下、横浜）と気象庁 （以下、東
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図 2　2014 年に発生し、横浜と東京の両方、または、秋田、静岡、兵庫の

いずれかが震度１以上となった地震の震源分布。

表 1　「なまずの会」観測地点一覧。　水位変化のタイプ（A、B）については、本文を

参照のこと

No. 所在地 水位変化のタイプ

27 神奈川県　伊勢原市 Ｂ

96 神奈川県　伊勢原市 Ａ

170 秋田県　　 由利郡西目町 Ａ

328 神奈川県  小田原市 Ａ

336 東京都     品川区 Ａ

337 神奈川県  足柄上郡中井町 Ａ

370 静岡県     浜松市 Ａ

433 兵庫県   　丹波市 Ａ

477 静岡県     浜松市 Ａ

483 神奈川県  厚木市 温泉温度

484 神奈川県  足柄下郡湯河原町 温泉温度

487 神奈川県　足柄下郡箱根町 蒸気温度
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日 時 震央地 経度 緯度
震源深さ

(km)
マグニチュード 東京 横浜 秋田 静岡 兵庫

1 1月2日 22時11分 千葉県東方沖 35°21.0′N 140°34.1′E 26 5.0 1 2 - - -
2 1月17日 18時53分 千葉県北西部 35°37.0′N 140°06.1′E 73 4.3 2 2 - - -
3 1月21日 14時28分 静岡県中部 35°02.9′N 138°11.5′E 30 3.8 - - - 1 -
4 2月6日 2時32分 宮城県沖 38°38.5′N 142°25.6′E 40 5.3 - - 1 - -
5 2月11日 4時14分 房総半島南方沖 34°11.6′N 140°09.8′E 91 5.3 2 2 - - -
6 3月12日 5時04分 千葉県北西部 35°48.1′N 140°05.9′E 66 4.4 2 3 - - -
7 3月14日 2時06分 伊予灘 33°41.5′N 131°53.4′E 78 6.2 - - - - 1
8 3月19日 2時24分 千葉県北西部 35°47.8′N 140°06.1′E 64 3.6 1 1 - - -
9 3月30日 12時23分 千葉県北西部 35°47.4′N 140°05.3′E 67 3.9 2 2 - - -

10 4月3日 8時22分 岩手県沿岸南部 39°10.2′N 141°45.8′E 64 5.5 1 1 2 - -
11 4月5日 10時16分 岩手県沖 39°11.3′N 142°25.2′E 34 5.3 - - 1 - -
12 4月10日 13時17分 千葉県北西部 35°48.0′N 140°07.2′E 63 3.8 1 1 - - -
13 4月10日 13時19分 千葉県北西部 35°48.1′N 140°07.5′E 63 3.9 1 2 - - -
14 4月13日 18時16分 福島県沖 37°18.4′N 141°09.9′E 64 4.9 1 1 - - -
15 4月17日 3時17分 福島県沖 37°19.1′N 142°07.2′E 30 5.1 1 1 - - -
16 4月18日 7時53分 茨城県南部 36°07.4′N 139°50.7′E 49 4.7 2 2 - - -
17 5月5日 5時02分 茨城県南部 36°07.1′N 139°50.7′E 49 4.2 1 1 - - -
18 5月5日 5時18分 伊豆大島近海 34°57.1′N 139°28.8′E 156 6.0 ５弱 4 - 1 -
19 5月13日 8時35分 千葉県北西部 35°34.0′N 140°06.8′E 72 4.9 3 3 - - -
20 5月15日 18時48分 相模湾 35°03.4′N 139°25.5′E 121 4.2 2 1 - - -
21 5月17日 1時11分 千葉県北西部 35°40.9′N 139°54.8′E 56 3.5 1 1 - - -
22 6月8日 14時24分 岩手県沿岸南部 39°07.1′N 141°45.1′E 67 5.0 - - 1 - -
23 6月9日 17時58分 千葉県南東沖 34°55.8′N 140°01.0′E 67 4.1 2 2 - - -
24 6月13日 11時17分 山梨県中・西部 35°13.3′N 138°24.1′E 20 3.3 - - - 1 -
25 6月15日 2時31分 岩手県内陸南部 39°23.7′N 141°06.4′E 94 5.5 - - 1 - -
26 6月16日 3時19分 茨城県沖 36°37.0′N 141°48.2′E 37 5.7 1 1 - - -
27 6月16日 5時14分 福島県沖 37°04.3′N 141°09.8′E 52 5.8 2 1 1 - -
28 6月17日 2時42分 房総半島南方沖 34°00.0′N 139°49.1′E 121 5.3 2 2 - - -
29 6月20日 1時43分 千葉県北西部 35°32.7′N 140°06.1′E 72 4.4 2 2 - - -
30 6月22日 11時48分 駿河湾 34°47.7′N 138°25.7′E 20 3.2 - - - 1 -
31 6月28日 14時51分 群馬県南部 36°20.7′N 139°05.3′E 151 4.4 1 1 - - -
32 7月1日 4時55分 小笠原諸島西方沖 28°18.9′N 139°10.6′E 539 6.2 1 1 - - -
33 7月3日 7時29分 千葉県北西部 35°27.2′N 140°06.0′E 64 4.1 2 1 - - -
34 7月5日 7時42分 岩手県沖 39°40.5′N 142°08.1′E 49 5.9 - - 2 - -
35 7月12日 4時22分 福島県沖 37°03.0′N 142°19.2′E 33 7.0 2 2 2 - -
36 7月20日 10時25分 茨城県北部 36°27.1′N 140°33.7′E 60 4.5 1 1 - - -
37 7月28日 3時09分 千葉県北東部 35°29.9′N 140°23.5′E 64 4.3 1 1 - - -
38 7月30日 5時05分 千葉県北西部 35°38.8′N 140°09.7′E 69 3.6 1 1 - - -
39 8月6日 1時17分 京都府南部 35°04.2′N 135°29.7′E 14 4.3 - - - - 1
40 8月10日 2時43分 静岡県中部 35°05.3′N 138°14.2′E 30 3.7 - - - 1 -
41 8月10日 12時43分 青森県東方沖 41°08.0′N 142°16.7′E 51 6.1 - - 1 - -
42 8月21日 4時38分 東海道南方沖 33°16.8′N 138°24.9′E 327 5.3 2 1 - - -
43 8月21日 21時46分 静岡県中部 35°01.1′N 138°25.8′E 26 3.2 - - - 2 -
44 8月24日 17時26分 埼玉県南部 36°03.2′N 139°47.6′E 77 4.3 2 2 - - -
45 8月26日 3時42分 淡路島付近 34°21.8′N 134°53.5′E 11 4.2 - - - - 1
46 8月26日 11時22分 茨城県南部 36°24.3′N 140°09.0′E 108 4.2 1 1 - - -
47 9月3日 16時24分 栃木県北部 36°52.4′N 139°31.3′E 7 5.1 1 1 - - -
48 9月16日 12時28分 茨城県南部 36°05.6′N 139°51.8′E 47 5.6 4 4 - 2 -
49 9月24日 22時30分 福島県沖 37°32.1′N 141°23.5′E 51 5.1 1 1 - - -
50 10月3日 9時57分 岩手県沖 40°09.9′N 142°37.6′E 28 5.7 - - 1 - -
51 10月11日 11時35分 青森県東方沖 40°57.1′N 143°14.6′E 36 6.1 - - 1 - -
52 10月12日 15時00分 千葉県南部 35°13.9′N 139°54.6′E 111 3.9 1 1 - - -
53 10月16日 8時53分 八丈島東方沖 32°07.0′N 140°49.1′E 9 5.7 1 1 - - -
54 10月27日 15時36分 茨城県南部 35°55.0′N 140°06.6′E 61 4.4 2 1 - - -
55 11月12日 9時53分 茨城県南部 36°08.0′N 140°05.1′E 66 4.8 2 2 - - -
56 11月20日 10時51分 福島県沖 37°20.2′N 141°34.7′E 46 5.5 2 2 - - -
57 11月22日 22時08分 長野県北部 36°41.5′N 137°53.4′E 5 6.7 2 2 - 2 -
58 12月11日 15時07分 山梨県東部・富士五湖 35°33.2′N 138°58.0′E 23 4.3 1 2 - - -
59 12月15日 19時54分 千葉県南東沖 35°01.2′N 140°19.0′E 74 3.7 2 1 - - -
60 12月16日 2時24分 静岡県中部 35°05.5′N 138°15.4′E 29 3.1 - - - 1 -
61 12月20日 18時29分 福島県沖 37°25.5′N 141°36.3′E 44 6.0 2 2 - - -
62 12月25日 8時06分 福島県沖 37°13.5′N 141°38.8′E 36 5.6 - - 1 - -
63 12月26日 22時30分 滋賀県北部 35°17.1′N 135°53.7′E 14 4.2 - - - - 2
64 12月31日 23時49分 埼玉県南部 35°47.1′N 139°53.2′E 84 4.2 2 2 - - -

表 2　横浜と東京の両方、または、秋田、静岡、兵庫のいずれかが震度１以上となった地震（2014 年）。図 3から 7では、

震度の欄に網掛けした地震の発生時刻を▼で示した。
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図 3　地下水位等観測結果（神奈川）

京）の両方、または、秋田地方気

象台 （以下、秋田）、静岡地方気象

台（以下、静岡）、神戸地方気象

台（以下、兵庫）のいずれかが震

度１以上となった地震を掲げまし

た。図 2 には、これらの地震の震

源分布を示しました。以下の報告

で は、 各 会 員 に よ る 2014（ 平 成

26）年の観測結果について、これ

らの地震に関連した異常変化が観測

されていないかどうかに注目するこ

ととします。なお、観測結果を示す

グラフ（図 3 から 8）は、地下水位

については神奈川、東京、秋田、静

岡、兵庫という地域ごとに、また温

泉温度については箱根地域について

示しました。地下水位に影響を与え

る気圧と雨量については、地域内の

観測会員が測定している場合はその

データを表示し、会員によるデータ

が無い場合は、近接する温泉地学研

究所の観測点におけるデータまたは

気象庁による観測データ（過去の気

象データ検索 http://www.data.jma.

go.jp/obd/stats/etrn/index.php）を

用いて示しました。

神奈川・東京（図 3、4）
 伊勢原市の No.27、No.96 は、と

もに丹沢山地の麓に位置しており、

例年ですと、年間を通した大まかな

水位変化の様子は似通っています。

2014（平成 26）年の両者の観測結

果を比べてみると、2 月から 4 月に

かけての様子が異なっていること

がわかります。No.27 では、2 月の

中旬から 4 月末ぐらいまで水位が

緩やかに上昇した後、6 月上旬まで

は僅かに低下傾向であったのに対し

て、No.96 では 2 月中旬の急な水

位上昇が目立っています。

 中井町の No.337 では、2013 年

末に水位の低下傾向が認められま

した（板寺ほか、2014）が、2014

年に入って以降は、季節的な変動も

目立たず、雨に鋭く反応して水位が

上昇し、数日後に元に戻る特徴的な

変化が繰り返し観測されています。

 東京都品川区の No.336 では、記

録的な大雪のあった 2 月中旬、梅

雨入りを迎えた 6 月上旬、台風が

接近した 10 月上旬に水位が急に上

昇し、その後半月から一月程度かけ

て、元に戻る様子が観測されていま

す。

 表 2 に掲げた地震のうち、横浜

と東京がともに震度 1 以上となっ
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図 4　地下水位等観測結果（東京）

た地震数は 45 回でした。図 3 およ

び 4 には、それらのうち、震源の

深さが 300km より浅く、かつマグ

ニチュード（以下、「Ｍ」と表記）

6 以上のものの発生時刻を▼で示し

ました。この条件を満たす地震は 4

回発生しており、そのうちＭが最も

大きかったのは、7 月 12 日に福島

県沖で発生した M7.0 の地震で、横

浜、東京ともに震度 2 の揺れが観

測されました。また、5 月 5 日に伊

豆大島近海で発生したＭ 6.0 の地震

は、震源が 156km と深かったこと

による異常震域により、東京の都心

で震度 5 弱、神奈川県内でも震度

４が観測されました。これらの地震

の発生時を含めて、表 2 に掲げた

地震に関わるとみられる異常な変化

は観測されていません。

秋田（図５）
 秋田県由利本庄市の No.170 で

は、例年、年間の最高水位は４月

上旬に観測されるのですが、2013

（平成 25）年の後半以降認められた

水位の高い状態（板寺ほか，2014）

に引き続いて、2014（平成 26）年

の夏ごろまで水位の低下傾向が見ら

れます。その後の多雨により、水位

が上昇傾向となったため、年間の最

高水位は 1 月に観測されました。

 表 2 に掲げた地震のうち、秋田

が震度 1 以上となった地震数は 12
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図５　地下水位等観測結果（秋田）
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回でした。図 5 には、それらのうち、

震源の深さが 300km より浅く、か

つ M6 以上のものの発生時刻を▼で

示しています。この条件を満たす地

震は 3 回発生しており、そのうち

Ｍが最も大きかったのは、7 月 12

日に福島県沖で発生した M7.0 の地

震で、秋田では震度 2 の揺れが観

測されました。この地震時を含めて、

表 2 に掲げた地震と関連すると見

られる異常な変化は観測されていま

せん。

静岡（図 6）
 No.370 と No.477 は、ともに静

岡県浜松市に位置しており、例年ど

おり、2014（平成 26）年の観測結

果についても、年間を通した水位変

化の様子だけでなく、降雨時の水位

上昇の仕方や、その後の低下の様子

まで良く似通っていました。どちら

の井戸においても、水位は地表から

2 ｍ以下のところに現れており、こ

の地域の浅い地下水位の変化を捉え

ていると考えられます。

 表 2 に掲げた地震のうち、静岡

が震度 1 以上となった地震数は 9

回でした。そのうち、震源の深さが

300km より浅く、かつ M6 以上の

もの発生時刻を▼で示しました。こ

の条件を満たす地震は 2 回発生し

ており、そのうちＭが最も大きかっ

たのは、11 月 22 日に長野県北部

で発生した M6.7 の地震で、静岡で

は震度 2 の揺れが観測されました。

この地震時を含めて、地震と関連す

ると見られる異常な変化は観測され

ていません。

兵庫（図 7）
 兵庫県丹波市の No.433 における

水位については、降雨に対する反応

が比較的ゆるやかで、降雨の数日後

にピークに達する特徴が報告されて

きましたが、図 7 を詳しく見ると、

3 月中旬、8 月上旬から中旬、10

月中旬など、特に量の多い雨に対し

て水位が鋭く上昇しているのが目立

ちます。

 表 2 に掲げた地震のうち、兵庫（神

戸地方気象台）が震度 1 以上となっ

た地震数は 4 回でした。そのうち、

震源の深さが 300km より浅く、か

つ M6 以上のものは、3 月 14 日に

伊予灘で発生した M6.2 の地震で、

兵庫では震度 1 の揺れが観測され

ました。図 7 には、この地震の発

生時刻を▼で示しました。この地震

時を含めて、地震と関連すると見ら

れる異常な変化は観測されていませ

ん。

箱根地域（蒸気温度　図 8）
 箱根町大涌谷の蒸気井 No.487(A)

の温度は、年間を通して安定してい

ました。No.487(B) では、年の前半

は温度のばらつきが大きく 130℃

から 160℃の値で推移したのに対

し、井戸のメンテナンスが行なわれ

た 7 月以降は 150℃付近の値で安

定して推移し、ばらつきも小さく

なっていました。
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図 6　地下水位等観測結果（静岡）
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図 7　地下水位等観測結果（兵庫）

 行竹・本多（2015）によれば、

2014（平成 26）年は、箱根火山で

6 回の群発地震活動が観測されまし

たが、これらはいずれの小規模なも

ので有感地震や火山活動の活発化を

示す地殻変動などは観測されていま

せん（原田ほか、2015）。蒸気温度

960
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についても、特段の異常は観測され

ていません。

結びに代えて
 2014（平成 26）年を振り返ると、

記録的な大雪（2 月）、長野県や広

島県での土砂災害（8 月）、御嶽山

の水蒸気噴火（9 月）など、記憶に

残る自然災害が続きました。そうし

た中、11 月に発生した長野県北部

地震では、地域の人々の日頃の備え

や連携により、人的被害が最小限に

抑えられたことなどが話題となりま

した。こうした災害が起こるたび、

図８　温泉・蒸気温度観測結果（箱根）
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「身近な自然に注意を払い、災害に

備える」という「なまずの会」の基

本的姿勢の重要性を実感させられま

す。

 会の活動に目を向けてみますと、

ここ数年、様々な事情により観測を

終了する方がいらっしゃるため、観

測会員の数はじりじりと減り続けて

います。そんな中でも、通信はがき

や電子メールを通して、日常の観測

中に感じた異常についての情報提供

や、地震が発生した際の他の会員の

結果についての問い合わせをいただ

くなど、熱心な活動が続いています。

毎日の観測にあっては、いろいろな

事情で観測が難しい時もあると思い

ます。観測会員の皆様には、どうぞ

無理をなさらぬように、これからも

よろしくお願いいたします。
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